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問
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、女
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、

教
育
、貧
困
問
題…

…

「
本
当
の
民
主
主
義
」を
希
求
す
る

女
た
ち
の
熱
い
議
論
を
掲
載

復
刻
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～1961年9月
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労
働
省
婦
人
少
年
局
長
を
辞
し
た
山
川
菊
栄
が
、

志
を
共
に
す
る
女
性
た
ち
と
発
刊
し
た
『
婦
人
の
こ
え
』。

戦
後
日
本
の
激
動
期
を
駆
け
抜
け
た
女
た
ち
の
記
録
、
全
九
四
冊
を
完
全
復
刻
！

全8巻
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一
九
五
二
年
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
発
効
で
、
沖
縄
を
残
す
形
で
占
領
期
が
終
了

し
た
日
本
は
、
東
西
冷
戦
構
造
が
明
確
に
な
る
中
で
急
激
に
米
国
へ
の
軍
事
的
・
経
済
的
依
存

を
高
め
つ
つ
あ
っ
た
。

日
本
国
憲
法
が
誕
生
し
、
よ
う
や
く
基
本
的
人
権
や
労
働
基
本
権
が
保
障
さ
れ
、
男
女
平
等
、

教
育
の
民
主
化
な
ど
一
連
の
戦
後
改
革
が
な
さ
れ
た
は
ず
が
、
そ
の
実
、
女
性
や
子
ど
も
、

そ
し
て
庶
民
の
生
活
は
苦
し
く
な
る
ば
か
り
。
誓
っ
た
は
ず
の
反
戦
平
和
も
再
軍
備
の
強
行
で

な
し
崩
し
に
な
っ
て
い
る
状
況
の
中
、
戦
前
か
ら
女
性
の
人
権
や
労
働
問
題
に
取
り
組
ん
で
い

た
山
川
菊
栄
が
、
左
派
社
会
党
や
労
働
組
合
の
女
性
た
ち
と
連
携
し
て
立
ち
上
げ
た
の
が
、

こ
の『
婦
人
の
こ
え
』で
あ
る
。

一
九
五
三
年
か
ら
一
九
六
一
年
ま
で
の
八
年
間
、
月
刊
で
全
九
四
冊
刊
行
さ
れ
、
政
治
、
法
曹
、

労
働
運
動
、
文
学
、
美
術
、
映
画
、
音
楽
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
す
る
女
性
た
ち
が
社

友
、
執
筆
者
と
し
て
名
を
連
ね
た
。
東
ア
ジ
ア
の
冷
戦
、
日
韓
台
湾
に
お
け
る
米
軍
の
駐
屯
に

よ
る
軍
事
緊
張
下
に
あ
っ
て
、
平
和
を
追
求
し
、
女
性
や
子
ど
も
た
ち
、
労
働
者
の
権
利
、
生

活
を
守
れ
と
力
強
く
声
を
挙
げ
続
け
た
女
た
ち
の
存
在
が
あ
っ
た
。
そ
の
熱
い
記
録
を
こ
こ
に

復
刻
す
る
。

「
婦
人
と
低
賃
金
」「
労
働
組
合
と
婦
人
」「
日
米
不
平
等
条
約
と
日
本
」「
売
買
春
問
題
」「
新

興
宗
教
と
政
治
」
と
、
特
集
で
提
起
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
は
、
戦
後
八
〇
年
を
迎
え
よ
う

と
す
る
今
も
な
お
解
決
さ
れ
て
い
な
い
。
人
々
の
民
主
化
へ
の
覚
醒
、
主
体
の
確
立
を
訴
え
、

声
を
挙
げ
続
け
た
女
た
ち
の
言
葉
は
、
今
な
お
同
じ
理
不
尽
に
直
面
す
る
私
た
ち
に
強
く
響
き
、

大
き
な
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
に
な
る
に
違
い
な
い
。 

（
六
花
出
版
編
集
部
）

◉
『
婦
人
の
こ
え
』
主
要
執
筆
者（
五
〇
音
順
）

淡
谷
の
り
子
、
石
垣
綾
子
、
円
地
文
子
、
神
近
市
子
、
川
上
喜
久
子
、
河
崎
な
つ
、
久
米
愛
、
榊
原
千
代
、

三
瓶
孝
子
、
菅
谷
直
子
、
杉
村
春
子
、
田
中
寿
美
子
、
平
林
た
い
子
、
藤
原
道
子
、
山
川
菊
栄
ほ
か

刊行にあたって

１
９
５
５
年
８
月
号

１
９
５
３
年
10
月
号

「
失
業
者
は
国
に
溢
れ
、
物
価
は
上
り
、
食
え
な
い
者
が
こ
の
上

食
を
節
し
て
軍
事
費
に
つ
ぎ
こ
む
の
で
は
、
戦
争
前
の
日
本
と
同
じ

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」（『
婦
人
の
こ
え
』創
刊
号
／
山
川
菊
栄
）

１
９
１
６
『
青
踏
』
誌
上
で
伊
藤
野
枝
、
山
川
菊
栄
に
よ
る
廃
娼
論
争
起
こ
る

１
９
１
８
『
婦
人
公
論
』
誌
上
で
与
謝
野
晶
子
、
平
塚
ら
い
て
う
、
山
川
菊
栄
ら
に
よ

る
母
性
保
護
論
争
起
こ
る

１
９
２
０

平
塚
ら
い
て
う
、
市
川
房
枝
ら
が
「
新
婦
人
協
会
」
設
立

１
９
２
１

日
本
初
の
社
会
主
義
を
標
榜
す
る
女
性
団
体
「
赤
瀾
会
」
九
津
見
房
子
、

堺
真
柄
、
伊
藤
野
枝
、
山
川
菊
栄
ら
に
よ
り
結
成

１
９
２
４

久
布
白
落
実
、
市
川
房
枝
ら
が
中
心
と
な
り
「
婦
人
参
政
権
獲
得
期
成
同

盟
会
」
発
足
（
翌
年
「
婦
選
獲
得
同
盟
」
と
改
称
）

１
９
２
８

山
川
菊
栄
、『
労
農
』
婦
人
版
の
編
集
を
１
号
〜
７
号
ま
で
行
う

１
９
３
８

国
家
総
動
員
法
公
布
・
施
行

１
９
４
５

敗
戦

Ｇ
Ｈ
Ｑ
、
選
挙
権
付
与
に
よ
る
女
性
解
放
な
ど
五
大
改
革
を
指
示

日
本
社
会
党
結
成　

婦
人
部
長
に
は
赤
松
常
子
が
就
任

１
９
４
７

日
本
国
憲
法
発
布

第
22
回
衆
議
院
議
員
選
挙
で
初
の
婦
人
参
政
権
行
使
、
女
性
議
員
39
名
当

選山
川
菊
栄
、
労
働
省
婦
人
少
年
局
の
初
代
局
長
に
就
任

１
９
４
８

改
正
民
法
施
行
・
家
族
制
度
廃
止
／
優
生
保
護
法
施
行

１
９
５
０

朝
鮮
戦
争
勃
発

１
９
５
１

山
川
菊
栄
、
労
働
省
退
職

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
・
日
米
安
全
保
障
条
約
調
印

１
９
５
３
『
婦
人
の
こ
え
』
発
刊

１
９
５
５

石
垣
綾
子
ら
に
よ
る
「
主
婦
論
争
」
起
こ
る

「
婦
人
の
参
政
権
に
関
す
る
条
約
」（
国
連
条
約
）
批
准

１
９
５
６

売
春
防
止
法
公
布
（
１
９
５
７
年
一
部
施
行
、
１
９
５
８
年
全
面
施
行
）

１
９
６
０

60
年
安
保
闘
争

１
９
６
１
『
婦
人
の
こ
え
』
事
実
上
の
廃
刊

１
９
６
２

山
川
菊
栄
「
婦
人
問
題
懇
話
会
」（
の
ち
「
日
本
婦
人
問
題
懇
話
会
」）
を
設

立

１
９
７
５

国
際
婦
人
年

１
９
７
８

山
川
菊
栄
、「
日
本
婦
人
問
題
懇
話
会
」
代
表
に
な
る

関
連
年
表

内容見本
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山
川
菊
栄
と
い
え
ば
、
舌
鋒
鋭
い
孤
高
の
理
論
家
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。
廃
娼

論
争
、
母
性
保
護
論
争
の
際
は
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の
論
敵
を
容
赦
な
く
論
破

し
た
。一
方
で
、
菊
栄
の
ま
わ
り
に
は
多
く
の
女
性
運
動
家
が
集
っ
た
。
菊
栄
の
社
会

主
義
女
性
運
動
に
対
す
る
真
摯
な
姿
勢
と
理
論
家
と
し
て
の
傑
出
し
た
能
力
ゆ
え
で

あ
ろ
う
。
戦
前
の
日
本
で
は
女
性
が
活
躍
す
る
機
会
は
著
し
く
限
ら
れ
て
い
た
が
、

菊
栄
は
女
性
た
ち
が
能
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
尽
力
し
た
。
戦
後
の
労
働
省
婦
人
少

年
局
長
の
時
代
に
は
、
地
方
職
員
室
の
職
員
に
女
性
を
採
用
す
べ
く
全
国
各
地
を
奔

走
し
た
。

『
婦
人
の
こ
え
』は
、
菊
栄
が
婦
人
少
年
局
長
を
退
任
さ
せ
ら
れ
た
後
の
一
九
五
三

年
か
ら
六
一
年
ま
で
発
行
し
た
ミ
ニ
コ
ミ
誌
で
あ
る
。
左
派
社
会
党
の
女
性
雑
誌
の

位
置
づ
け
を
持
つ
と
は
い
え
、
確
た
る
経
済
的
基
盤
の
な
い
中
で
八
年
間
も
続
い
た

の
は
、
女
性
た
ち
の
声
を
社
会
に
届
け
よ
う
と
す
る
菊
栄
の
熱
意
と
多
く
の
女
性
た

ち
の
支
え
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
と
思
わ
れ
る
。
多
数
の
硬
派
な
記
事
を
含
み
な
が
ら
も
、

手
作
り
の
温
か
み
が
あ
る『
婦
人
の
こ
え
』は
、
菊
栄
を
囲
む
女
性
た
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
証
で
あ
る
。

山
川
菊
栄
の
長
い
活
動
歴
の
う
ち
、
婦
人
少
年
局
長
退
任
後
の
活
動
は
、『
お
ん
な

二
代
の
記
』『
覚
書
幕
末
の
水
戸
藩
』な
ど
の
著
作
を
の
ぞ
け
ば
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
。『
婦
人
の
こ
え
』復
刻
版
は
、そ
の
欠
落
を
埋
め
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。占

領
期
が
終
わ
り
、
高
度
経
済
成
長
に
さ
し
か
か
っ
た
時
代
に
、
菊
栄
が
女
性
と
労
働

者
の
解
放
を
実
現
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
ち
、
ど
の
よ
う
な
発
言
を

行
っ
て
い
た
の
か
、た
ど
り
直
す
意
味
は
大
き
い
。 

（
み
ず
た
ま
り
・
ま
ゆ
み
）

女
性
た
ち
は
、
戦
前
の
日
本
社
会
に
お
い
て
政
治
参
加
の
権
利
を
奪
わ
れ
て
い

た
。
政
治
を
学
ん
だ
り
論
じ
た
り
す
る
機
会
が
ほ
と
ん
ど
与
え
ら
れ
な
い
な

か
で
、
軍
事
主
義
を
貫
く
政
府
の
政
策
に
よ
っ
て
も
っ
と
も
傷
つ
け
ら
れ
た
の
も
、

女
性
を
含
む
社
会
的
弱
者
だ
っ
た
。
敗
戦
を
経
て
、
よ
う
や
く
女
性
た
ち
は
参
政
権

を
得
た
も
の
の
、
あ
ま
り
に
も
長
く
政
治
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
て
い
た
た
め
に
、
女
性

た
ち
が
政
治
を
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、
そ
の
力
を
養
う
た
め
の
場
が

切
実
に
必
要
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
ん
な
な
か
、『
婦
人
の
こ
え
』は
、女
性
た
ち
が
自
ら
編
集
し
、政
治
や
経
済
、軍

事
、
外
交
、
文
化
や
暮
ら
し
に
つ
い
て
の
女
性
た
ち
の「
こ
え
」を
集
め
て
刊
行
さ
れ

た
。
女
性
評
論
家
や
女
性
議
員
等
の
著
名
人
だ
け
で
な
く
、「
働
く
者
」や
主
婦
た
ち

も
、
そ
の
原
稿
を
執
筆
し
た
。
そ
れ
ら
の
記
事
の
中
に
は
時
代
を
色
濃
く
反
映
し
た

も
の
が
多
く
、「
戦
争
未
亡
人
」「
引
揚
」「
特
飲
街
」、
沖
縄
を
含
む
基
地
周
辺
の
女
性

た
ち
の
性
被
害
や
人
身
売
買
問
題
を
取
り
上
げ
た
記
事
等
は
、
と
く
に
注
目
に
値
す

る
。日

本
で
再
軍
備
が
進
め
ら
れ
た
一
九
五
三
年
に
創
刊
さ
れ
た
本
誌
は
、
そ
の
世
相

を
批
判
し
、
過
去
の
戦
争
が
ど
の
よ
う
に
日
々
の
暮
ら
し
を
圧
迫
し
て
社
会
的
弱
者

の
人
権
を
奪
っ
た
の
か
を
実
例
と
し
て
示
し
た
。
そ
れ
は
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
立
場
か

ら
の
軍
事
化
へ
の
抵
抗
で
あ
り
、
政
論
の
自
由
を
得
た
女
性
た
ち
の
、
言
論
に
よ
る

平
和
運
動
で
あ
る
。
未
だ
戦
禍
の
止
ま
な
い
世
界
に
生
き
る
私
た
ち
が
、
何
度
で
も

立
ち
か
え
る
べ
き
原
点
の
一
つ
で
あ
る
。 

（
は
や
し
・
よ
う
こ
）

女
性
と
労
働
者
の
解
放
を
目
指
し
た

山
川
菊
栄
と
女
性
た
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

水
溜
真
由
美
◉
北
海
道
大
学

軍
事
化
に
抗
す
る

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
原
点

林
葉
子
◉
名
古
屋
大
学

１
９
５
３
年
創
刊
号

１
９
５
６
年
１
月
号
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﹇
新
編
﹈日
本
女
性
文
学
全
集

全
12
巻

The Anthology of Japanese Fem
inist Literature.

行
動
す
る
女
た
ち
の
会
資
料
集
成

全
８
巻《
編
集
復
刻
版
》

The Com
plete Collection of Reprinted M

aterials of 
the W

om
en ’s Action Group

優
生
保
護
法
関
係
資
料
集
成

第
２
期
市
民
運
動
編　

全
８
巻《
編
集
復
刻
版
》

The Complete Collection of Reprinted Materials of Eugenic Protec-
tion Act The Second Stage / Grass-roots Movement Series.

占
領
軍
被
害
の
研
究

男
女
共
学
の
成
立

│
│
受
容
の
多
様
性
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

 ◆
監
修
＝
岩
淵
宏
子
・
長
谷
川
啓

「
女
が
書
く
」
と
は
何
か
│
│

近
現
代
日
本
に
お
け
る
女
性
文
学
の
系
譜
を
た
ど

る
決
定
版
！

92
人
の
女
性
作
家
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
。
完
結
！

第
１
巻
　﹇
責
任
編
集
﹈
渡
邊
澄
子 

ISBN978-4-86617-043-5

第
２
巻
　﹇
責
任
編
集
﹈
北
田
幸
恵 

ISBN978-4-86617-044-2

第
３
巻
　﹇
責
任
編
集
﹈
吉
川
豊
子 

ISBN978-4-86617-045-9

第
４
巻
　﹇
責
任
編
集
﹈
尾
形
明
子 

ISBN978-4-86617-046-6

第
５
巻
　﹇
責
任
編
集
﹈
岩
淵
宏
子 

ISBN978-4-86617-047-3

第
６
巻
　﹇
責
任
編
集
﹈
長
谷
川
啓 

ISBN978-4-86617-048-0

第
７
巻
　﹇
責
任
編
集
﹈
橋
本
の
ぞ
み ISBN978-4-86617-049-7

第
８
巻
　﹇
責
任
編
集
﹈
小
林
裕
子 

ISBN978-4-86617-050-3

第
９
巻
　﹇
責
任
編
集
﹈
竹
内
栄
美
子 ISBN978-4-86617-051-0

第
10
巻
　﹇
責
任
編
集
﹈
水
田
宗
子 

ISBN978-4-86617-052-7

第
11
巻
　﹇
責
任
編
集
﹈
岡
野
幸
江 

ISBN978-4-86617-053-4

第
12
巻
　﹇
責
任
編
集
﹈
矢
澤
美
佐
紀 ISBN978-4-86617-054-1

 ◉
体
裁
 │
菊
判
／
並
製
／
各
巻
平
均
５
５
０
ペ
ー
ジ

 ◉
定
価
 │
各
巻
５
、０
０
０
円
＋
税（
税
込
５
、５
０
０
円
）

　
　
　
〈
全
12
巻
〉

 ◉
推
薦
 │
中
川
成
美
・
田
中
綾
・

　
　
　

小
森
陽
一
・
狩
野
啓
子

 ◆
編
＝
高
木
澄
子
・
中
嶋
里
美
・
三
井
マ
リ
子
・

　
　
山
口
智
美
・
山
田
滿
枝

 ◆
解
説
＝
井
上
輝
子
・
山
口
智
美

国
際
婦
人
年
を
き
っ
か
け
と
し
て
行
動
を
起
こ
す

女
た
ち
の
会
（
１
９
７
５
〜
96
年
）
の
全
記
録
！

イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
Ｃ
Ｍ
「
私
作
る
人
、
僕
食
べ

る
人
」
な
ど
の
性
別
役
割
分
業
に
抗
議
し
、
家
庭
科
の

男
女
共
修
、
出
席
名
簿
の
男
女
混
合
の
運
動
を
推
進
し

て
70
年
代
か
ら
90
年
代
の
ウ
ー
マ
ン
リ
ブ
／
フ
ェ
ミ
ニ

ズ
ム
運
動
の
一
翼
を
に
な
っ
た
「
行
動
す
る
会
」。
そ
の

活
動
を
記
録
す
る
チ
ラ
シ
・
宣
言
文
・
裁
判
資
料
・
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
・
機
関
誌
等
、
約
６
３
０
点
を
編
集
復
刻
！

 ◉
体
裁
 │
Ａ
４
判
（
第
１
巻
・
第
２
巻
）・
Ｂ
５
判
（
第

３
巻
〜
第
８
巻
）／
上
製
／
総
約
３
、３
０
０
ペ
ー
ジ

 ◉
揃
定
価
 │
１
８
０
、０
０
０
円
＋
税

　
　
　
　
（
税
込
１
９
８
、０
０
０
円
）〈
全
３
回
配
本
〉

 ◉
推
薦
 │
笹
沼
朋
子
・
樋
口
恵
子
・
ノ
ー
マ・フ
ィ
ー
ル
ド
・

安
田
常
雄
・
栗
田
隆
子
・
千
田
有
紀
・
谷
合
規
子
・

角
田
由
紀
子
・
福
島
み
ず
ほ
・
三
木
草
子
・
山
口
里
子
・

横
田
カ
ー
タ
ー
啓
子
・
米
津
知
子

第
１
回
配
本

　
２
０
１
５
年
７
月
刊
　
本
体
６
０
、０
０
０
円
＋
税

　

ISBN
978-4-905421-84-9

（
税
込
６
６
、０
０
０
円
）

第
２
回
配
本

　
２
０
１
５
年
12
月
刊
　
本
体
６
０
、０
０
０
円
＋
税

　

ISBN
978-4-905421-87-0

（
税
込
６
６
、０
０
０
円
）

第
３
回
配
本

　
２
０
１
６
年
６
月
刊

　
本
体
６
０
、０
０
０
円
＋
税

　
（
税
込
６
６
、０
０
０
円
）

　

ISBN
978-4-905421-91-7

 ◆
解
説
＝
荻
野
美
穂

強
制
不
妊
手
術
を
推
進
し
た
優
生
保
護
法
は
、
人

工
妊
娠
中
絶
を
可
能
に
す
る
法
律
で
も
あ
っ
た
。

一
九
七
〇
〜
九
〇
年
代
、
政
府
の
実
質
的
中
絶
禁
止
と

障
害
を
理
由
と
し
た
胎
児
中
絶
可
能
と
い
う
「
改
正
」

の
動
き
に
対
し
て
、
女
性
た
ち
、
障
害
者
た
ち
、
生
命

尊
重
派
た
ち
が
繰
り
広
げ
た
運
動
の
あ
り
よ
う
を
活
写

す
る
資
料
、
約
９
０
０
点
を
編
集
復
刻
。

 ◉
体
裁
 │
Ａ
４
判
／
上
製
／
総
約
２
、８
０
０
ペ
ー
ジ

 ◉
揃
定
価
 │
２
０
０
、０
０
０
円
＋
税

　
　
　
　
（
税
込
２
２
０
、０
０
０
円
）〈
全
３
回
配
本
〉

 ◉
推
薦
 │
芦
野
由
利
子
・
飯
田
祐
子
・
上
野
千
鶴
子
・

江
原
由
美
子
・
加
藤
秀
一
・
齋
藤
有
紀
子
・

田
嶋
陽
子
・
立
岩
真
也
・
柘
植
あ
づ
み
・

堂
本
暁
子
・
新
里
宏
二
・
藤
井
克
徳
・

森
岡
正
博
・
米
津
知
子

第
１
回
配
本

　
２
０
２
０
年
12
月
刊
　
７
５
、０
０
０
円
＋
税

　ISBN
978-4-86617-116-6

（
税
込
８
２
、５
０
０
円
）

第
２
回
配
本

　
２
０
２
１
年
５
月
刊
　
７
５
、０
０
０
円
＋
税

　ISBN
978-4-86617-120-3

（
税
込
８
２
、５
０
０
円
）

第
３
回
配
本

　
２
０
２
１
年
11
月
刊
　
５
０
、０
０
０
円
＋
税

　ISBN
978-4-86617-124-1

（
税
込
５
５
、０
０
０
円
）

 ◆
編
著
＝
小
山
静
子
・
石
岡
学

戦
後
民
主
主
義
の
も
と
で
推
進
さ
れ
た
高
等
学
校
の
男

女
共
学
化
。
単
線
で
は
な
い
そ
の
道
程
を
全
国
さ
ま
ざ
ま
な

地
域
に
お
い
て
検
証
し
、
こ
れ
か
ら
の
教
育
に
お
け
る
ジ
ェ

ン
ダ
ー
の
課
題
を
提
示
す
る
。

 ◉
体
裁
 │
Ａ
５
判
／
上
製
／
３
３
６
ペ
ー
ジ

 ◉
定
価
 │
３
、０
０
０
円
＋
税
（
税
込
３
、３
０
０
円
）

２
０
２
１
年
６
月
刊

ISBN
978-4-86617-140-1

既刊図書のご案内

 ◆
著
＝
藤
目
ゆ
き

米
国
占
領
政
策
の
成
功
例
と
さ
れ
た
、
日
本
占
領
の
内

実
は
い
か
な
る
も
の
だ
っ
た
の
か
。
激
越
な
戦
争
後
の
連
合

軍
は
、
占
領
下
の
日
本
全
国
各
地
で
、
武
器
を
持
た
な
い
一

般
市
民
に
対
し
弾
薬
処
理
作
業
の
強
制
・
無
謀
運
転
・
暴
力

事
件
・
殺
人
事
件
な
ど
に
よ
っ
て
甚
大
な
被
害
を
与
え
た
。

歴
史
に
埋
も
れ
て
き
た
被
害
を
被
害
者
の
肉
声
を
届
け
る
資

料
調
査
に
よ
っ
て
掘
り
起
こ
す
。

 ◉
体
裁
 │
Ａ
５
判
／
上
製
／
４
０
０
ペ
ー
ジ

 ◉
定
価
 │
５
、６
０
０
円
＋
税
（
税
込
６
、１
６
０
円
）

 ◉
推
薦
 │
鎌
田
慧

２
０
２
１
年
12
月
刊

ISBN
978-4-86617-157-9

１
９
５
５
年
12
月
号

１
９
５
７
年
２
月
号

内容見本

【お知らせ】第 1巻・第 10巻は、印刷・製本された書籍
は品切れとなりました。電子書籍での購入は可能です。


